
香
南
市
の

道
徳
教
育

子
ど
も
た
ち
の
道
徳
性
を
育
て
る

こ
と
が
大
き
な
目
的
で
す
。

●
事
業
の
拠
点
校

　

香
南
市
で
は
、香
我
美
中
学
校
、

香
我
美
小
学
校
、岸
本
小
学
校
の

３
校
を
事
業
研
究
の
拠
点
校
と
位

置
づ
け
、今
後
は
、取
り
組
み
を
市

全
体
へ
広
め
て
い
く
予
定
で
す
。

●
主
な
取
り
組
み

　

年
間
を
通
し
て
、道
徳
参
観
日

や
公
開
授
業
研
究
、研
究
協
議
な

ど
を
各
学
校
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

参
観
日
で
は
、各
学
級
で
の
授
業
参

観
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
の
講
演
会
な
ど
、

学
校
の
特
色
を
活
か
し
た
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

《
授
業
で
は
》　

授
業
の
終
わ
り
に
、

こ
れ
ま
で
の
自
分
と
重
ね
て
考
え

る「
振
り
返
り
」の
時
間
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。ま
た
、心
情
カ
ー
ド
を

使
っ
て
、「
も
し
自
分
だ
っ
た
ら…

」

と
自
分
に
置
き
換
え
て
、登
場
人

物
の
心
情
を
深
く
考
え
て
い
ま
す
。

自
分
の
考
え
を
自
分
の
言
葉
で
伝

え
た
り
、友
だ
ち
の
言
葉
か
ら
新
し

　

香
南
市
で
は
、保
育
所
・
幼
稚
園
・

小
中
学
校
ま
で
の
15
年
間
を
通
し

て
、子
ど
も
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
、

友
だ
ち
や
周
り
の
人
と
関
わ
っ
て
い

く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、集
団

や
社
会
生
活
を
送
る
う
え
で
必
要

な
規
範
意
識
、自
分
の
こ
と
が
好
き
、

自
分
や
周
り
の
人
を
大
切
に
思
う

心
な
ど
の
自
尊
感
情
を
育
む
教
育

を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　

道
徳
教
育
は
、子
ど
も
た
ち
一
人

一
人
が
自
尊
感
情
を
育
み
、こ
れ
か

ら
の
人
生
を
よ
り
よ
く
生
き
て
い
く

た
め
に
人
と
し
て
必
要
不
可
欠
な
、

善
悪
な
ど
の
道
徳
性
を
身
に
つ
け
る

こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
か
ら
３
年
間
、高
知
県
教
育

委
員
会
の「
道
徳
教
育
地
域
連
携
事

業
」を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

●
事
業
の
目
的

　

こ
の
事
業
は
、学
校
だ
け
で
な
く
、

家
庭
や
地
域
の
方
の
協
力
を
得
て
、

い
発
想
や
考
え
方
に
気
付
く
こ
と

も
で
き
ま
す
。

《
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
設
置
》　

香

南
市
で
は
、森
下
雅
子
教
諭（
香
我

美
小
学
校
）と
岡
村
真
由
教
諭（
香

我
美
中
学
校
）が
、道
徳
教
育
推
進

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
活
躍
し

て
い
ま
す
。

０
歳
か
ら
15
歳
ま
で
通
し

て
行
う
教
育

道
徳
教
育
の
ね
ら
い

道
徳
教
育
指
定
事
業
を

受
け
て
の
取
り
組
み

▲道徳の授業では、学習の流れを振り返ることができるように黒板への書き方が工夫されています。
吹き出しに使う色に意味付けをし、視覚的に分かりやすく工夫をしています。

▲心情カードを使った授業。

　

振
り
返
り
の
時
間
は
、
自
分
自

身
と
向
き
合
う
大
切
な
時
間
で
す
。

▲

「
生
き
る
力
」
の
基
礎
と
な
る
道

徳
性
を
育
む
た
め
に
、
皆
さ
ま
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

♥　
・・・　

♥　
・・・　

♥

▲道徳参観日にPTA主
催で行われた高知大学
教育学部、田辺重任准
教授による講演会の様
子。（香我美小学校）


